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こ
れ
ま
で
、
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
が
実
施
し
た

自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
自
治
体
P
R
E
（
公

的
不
動
産
）
戦
略
の
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題
を
確
認

し
（
第
1
回
、
5
月
14
日
号
）、
そ
の
中
で
も
総
務
省
所

管
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
へ
の
取
り
組
み
状

況
の
確
認
お
よ
び
今
後
の
公
共
施
設
整
備
の
在
り
方
に
つ

い
て
の
提
言
（
第
2
回
、
5
月
21
日
号
）
を
行
っ
て
き
た
。

最
終
回
と
な
る
本
稿
で
は
、
P
R
E
戦
略
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
実
践
と
し
て
、
改
正
都
市
再
生
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
「
立
地
適
正
化
計
画
」
制
度
の
活
用
に
よ
る
都

市
の
再
構
築
に
つ
い
て
提
案
し
た
い
。

1
．現
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
時
代
の
到
来
の
中
、
自
治
体

の
ま
ち
づ
く
り
の
問
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
日
本

総
研
が
実
施
し
た
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
詳
細
は
第

1
回
参
照
、
以
下
本
調
査
）
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
課
題
と
し
て
、
自
治
体
規
模
に
よ
ら
ず
、「
少
子
化
・

高
齢
化
」
と
「
公
共
交
通
の
再
編
」
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
（
図
表
1
）。

　

一
方
、
そ
れ
以
外
の
課
題
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
人

口
30
万
人
以
上
の
市
、
大
都
市
圏
の
人
口
10
万
人
以
上
の

市
で
は
、「
都
市
の
防
災
機
能
強
化
」
や
「
景
観
の
保
全
」

と
い
っ
た
都
市
の
成
熟
後
の
課
題
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
そ
の
他
の
市
町
村
で
は
「
中
心
市
街
地

の
衰
退
」
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
地
方
の
中
小
規

模
の
自
治
体
に
お
い
て
、
都
市
の
衰
退
が
よ
り
深
刻
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
実
情
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

2
．�「
日
本
の
命
運
を
決
す
る
10
年
」に
向
け
た

都
市
再
開
発
行
政
の
動
き

（
1
）都
市
再
構
築
に
向
け
た
国
の
決
意

　

前
章
で
論
じ
た
よ
う
な
自
治
体
が
直
面
し
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
に
対
し
て
、
国
は
処
方
箋
と
な
る
関
連
施

酒
見
和
裕

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所

都
市
・
地
域
経
営
戦
略
グ
ル
ー
プ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

林
　
倫
子

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所

都
市
・
地
域
経
営
戦
略
グ
ル
ー
プ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

P
R
E
（
公
的
不
動
産
）戦
略
の
実
践
と
し
て
の
都
市
の
再
構
築

木
曜
連
載

自
治
体
P
R
E
戦
略
で
都
市
を
救
う
③
・
完

図表1　まちづくりの課題（自治体規模別・上位5項目）

人口30万人以上の
市・東京都特別区
（N=58）

人口10万人以上30
万人未満の市（大
都市圏）（N=43）

人口10万人以上30
万人未満の市（大都
市圏以外）（N=66）

人口5万人以上10
万人未満の市町村
（N=139）

人口5万人未満の
市町村
（N=356）

少子化・高齢化
(95％)

少子化・高齢化
(88％)

中心市街地の衰退
(91％)

少子化・高齢化
(86％)

少子化・高齢化
(86％)

都市の防災機能強
化(84％)

都市の防災機能強
化(88％)

少子化・高齢化
(88％)

中心市街地の衰退
(73％)

流出による人口減
少(62％)

公共交通の改善
(79％)

景観の保全(79％) 都市の防災機能強
化(77％)

公共交通の改善
(67％)

中心市街地の衰退
(52％)

景観の保全(76％) 公共交通の改善
(72％)

公共交通の改善
(74％)

景観の保全(63％) 公共施設・インフ
ラの老朽化(52％)

環境問題への対応
(76％)

環境問題への対応
(67％)

景観の保全(71％) 都市の防災機能強
化(62％)

公共交通の改善
(47％)
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策
の
充
実
に
力
を
入
れ
始
め
て
い
る
。
2
0
1
5
年
1
月

に
公
表
さ
れ
た
国
土
形
成
の
基
本
的
な
方
針
で
あ
る
「
新

た
な
国
土
形
成
計
画
（
全
国
計
画
）
中
間
整
理
」
に
お
い

て
は
、
急
激
な
人
口
減
少
、
少
子
化
・
高
齢
化
、
高
度
成

長
期
以
降
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題
を
解
決
し
、
活
力
あ
る
豊
か

な
国
へ
発
展
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
間
が
、

「
い
わ
ば
『
日
本
の
命
運
を
決
す
る
10
年
』
で
あ
る
」
と

打
ち
出
し
て
お
り
、
国
と
し
て
も
人
口
減
少
時
代
の
本
格

到
来
に
備
え
た
早
期
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
認
識
し
て

い
る
。

　

特
に
、
計
画
中
で
は
強
く
し
な
や
か
な
国
土
構
造
の
実

現
の
た
め
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
化
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
ー
へ
の
取
り
組
み
以
上
に
関
連
施
策
の
一
層
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
。

（
2
）�「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」推
進
の
た
め
の

「
立
地
適
正
化
計
画
」

　

「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
一
極
集
中
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
概
念
に
と
ら

わ
れ
ず
、
複
数
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
さ
れ
た
都
市
拠
点
が
効

率
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
よ
り
つ
な
が
っ
た

「
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
」
の
実

現
を
志
向
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る
。
そ
の
施
策

の
一
環
と
し
て
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
が
14
年
5
月
に

改
正
さ
れ
、「
立
地
適
正
化
計
画
」
制
度
が
新
設
さ
れ
た
。

　

「
立
地
適
正
化
計
画
」
と
は
、「
住
宅
お
よ
び
都
市
機

能
増
進
施
設
（
※
1
）
の
立
地
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の

計
画
」
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
的
な
担
い

手
で
あ
る
市
町
村
が
策
定
主
体
と
な
っ
て
、
都
市
全
体
を

見
渡
し
市
町
村
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
※
2
）
の
高
度
化
版

と
し
て
計
画
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

市
町
村
は
、
一
定
の
人
口
密
度
を
維
持
し
生
活
サ
ー
ビ

ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
持
続
的
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
居

住
を
誘
導
す
べ
き
「
居
住
誘
導
区
域
」
と
、
都
市
機
能
の

中
心
拠
点
や
生
活
拠
点
の

誘
導
・
集
約
に
よ
り
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
提

供
を
図
る
「
都
市
機
能
誘

導
区
域
」
等
の
区
域
設
定

を
行
う
と
と
も
に
、
都
市

機
能
誘
導
区
域
に
立
地
を

誘
導
す
べ
き
都
市
機
能
増

進
施
設
の
指
定
（
図
表

2
）
を
行
う
。

　

計
画
策
定
に
よ
り
、
通

常
の
都
市
計
画
法
上
の
土

地
利
用
規
制
の
緩
和
や
厳

格
化
、
民
間
事
業
者
へ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与

が
可
能
と
な
り
、
都
市
計

画
法
に
基
づ
く
市
町
村
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
比
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
目

標
、
目
指
す
べ
き
都
市
像

を
体
現
す
る
、
よ
り
有
効
か
つ
実
行
力
の
あ
る
施
策
を
講

じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、
本
連
載
の
主
題
に
関
わ
る
視
点
と
し
て
、
立
地

適
正
化
計
画
制
度
に
お
い
て
は
、
都
市
計
画
と
P
R
E
戦

略
の
連
携
が
計
画
に
お
け
る
重
要
な
要
素
と
し
て
認
識
さ

れ
て
お
り
、
将
来
の
ま
ち
の
在
り
方
を
見
据
え
た
公
共
施

設
の
再
配
置
、
P
R
E
活
用
に
よ
る
民
間
機
能
の
整
備
誘

導
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
方
針
が
、
立
地
適

正
化
計
画
に
関
連
す
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
具
体
化
さ

れ
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

（
※
1
）
医
療
施
設
、
福
祉
施
設
、
商
業
施
設
そ
の
他

の
都
市
の
居
住
者
の
共
同
の
福
祉
ま
た
は
利
便
の
た
め
必

要
な
施
設
で
あ
っ
て
、
都
市
機
能
の
増
進
に
著
し
く
寄
与

す
る
も
の
を
い
う
。

　

（
※
2
）
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
市
町
村
が
策
定
す
る

都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
方
針
。
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
、
保
全
に
関
す
る
方
針
と
な
り
、
用
途
地
域
の
決
定

等
は
こ
れ
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

（
3
）都
市
再
生
を
推
進
す
る
自
治
体
へ
の
支
援
策

　

こ
こ
で
は
、
都
市
再
生
の
推
進
に
寄
与
す
る
国
か
ら
の

支
援
制
度
の
変
遷
を
概
観
し
た
上
で
、
現
在
の
「
立
地
適

正
化
計
画
」
に
関
連
す
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
確
認

し
た
い
。
国
の
都
市
再
生
へ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、
02
年

に
施
行
さ
れ
た
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
設
立
さ

れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
に
端
を
発
す
る
。
こ

の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
は
、
10
年
度
に
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
（
※
3
）
に
統
合
さ
れ
、
同
交
付
金
の
基

図表2　立地適正化計画区域の構成

※都市機能立地支援事業（後述）を利用する場合には、「中心拠点区域」の設定が必要
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幹
事
業
で
あ
る
「
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
事
業
の
実
施
に
は
市
町
村
が
都
市

再
生
整
備
計
画
を
策
定
し
、
国
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
12
年
度
に
は
、
よ
り
都
市
の
再
開
発
に
狙
い

を
絞
っ
た
制
度
と
し
て
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
を
拡
充

し
た
「
地
方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
が
創
設
さ
れ
、

都
市
再
生
整
備
計
画
に
再
開
発
の
方
針
の
記
載
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
今
般
、
14
年
の
都
市
再
生

特
別
措
置
法
の
改
正
に
よ
り
、「
都
市
機
能
立
地
支
援
事

業
」
と
「
都
市
再
構
築
戦
略
事
業
」
の
二
つ
の
新
た
な
支

援
メ
ニ
ュ
ー
が
創
設
さ
れ
、
地
方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
業
は
発
展
的
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
都
市
再

生
整
備
計
画
事
業
は
継
続
さ
れ
て
い
る
）。

　

都
市
機
能
立
地
支
援
事
業
は
、
民
間
開
発
に
自
治
体
が

低
・
未
利
用
の
公
有
地
を
提
供
す
る
場
合
に
、
民
間
事
業

者
に
国
が
直
接
補
助
を
行
う
メ
ニ
ュ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い

る
点
や
、
自
治
体
の
税
制
優
遇
措
置
や
借
地
料
の
減
免
を

自
治
体
の
支
援
額
と
し
て
取
り
扱
い
交
付
対
象
事
業
を
拡

大
す
る
こ
と
で
民
間
負
担
を
大
幅
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
等
、
P
R
E
の
活
用
に
よ
る
都
市
の
再
構
築
を
推
進
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
官
民
連
携
事
業
の
視
点
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
推
奨
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

都
市
再
構
築
戦
略
事
業
で
は
、
従
前
の
地
方
都
市
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
拡
充
で
あ
り
、
適
正
な
都
市
機
能
整

備
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
市
町
村
に
対
し
て
、

交
付
率
が
嵩か

さ

上
げ
さ
れ
る
。

　

両
事
業
の
実
施
に
は
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
が
必

要
で
あ
り
、
都
市
再
開
発
を
積
極
的
に
進
め
る
事
業
の
場

合
に
は
、
従
来
の
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
に
比
べ
て
大

き
く
補
助
率
が
嵩
上
げ
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
計
画
策
定

自
治
体
へ
の
支
援
の
充
実
が
想
定
さ
れ
る
一
方
、
限
り
あ

る
財
源
の
中
、
計
画
策
定
を
行
わ
な
い
自
治
体
へ
の
支
援

は
減
少
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
早
期
の
計
画
着
手
が
望

ま
れ
る
（
図
表
3
）。

　

ま
た
、
国
は
、
自
治
体
に
よ
る
立
地
適
正
化
計
画
策
定

に
当
た
っ
て
の
体
制
面
の
支
援
と
し
て
、
国
交
省
内
に
お

け
る
都
市
と
交
通
の
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

や
、
自
治
体
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
相
談
体
制
の
構
築

（
地
方
整
備
局
、
運
輸
局
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設

置
）
等
を
掲
げ
て
お
り
、
ま
さ
に
組
織
横
断
的
な
支
援
体

制
で
、
自
治
体
の
計
画
策
定
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
姿
勢

を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

（
※
3
）
国
土
交
通
省
所
管
の
個
別
の
補
助
金
メ
ニ
ュ

ー
を
一
つ
の
交
付
金
に
一
括
し
た
の
。

3
．�立
地
適
正
化
計
画
に
よ
る「
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
」の
実
現

　

こ
の
よ
う
な
国
の
積
極
的
な
制
度
整
備
、
支
援
の
拡
充

に
対
し
て
、
計
画
の
策
定
主
体
で
あ
る
自
治
体
は
、
ど
の

よ
う
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、

自
治
体
の
立
地
適
正
化
計
画
の
取
り
組
み
状
況
と
そ
の
課

題
を
確
認
し
た
い
。

（
1
）進
み
つ
つ
あ
る
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

　

立
地
適
正
化
計
画
は
、
全
て
の
市
町
村
が
策
定
可
能
で

図表3　都市再生に係る交付金事業の変遷
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あ
る
が
、
前
章
で
述
べ
た
支
援
事
業
の
採
用
の
た
め
に
設

定
が
必
要
な
中
心
拠
点
区
域
は
D
I
D
（
※
4
）
で
あ
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
取
り
組
む
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
高
い
の
は
全
体
の
半
数
程
度
の
自
治
体
で
あ
ろ
う
。

　

本
調
査
で
は
、
立
地
適
正
化
計
画
の
対
象
区
域
が
あ
る

3
8
2
の
自
治
体
の
う
ち
33
％
、
中
で
も
人
口
30
万
人
以

上
の
市
、
大
都
市
圏
以
外
の
人
口
10
万
人
以
上
の
市
で
は

半
数
以
上
が
「
計
画
策
定
中
」
ま
た
は
「
策
定
準
備
中
」

と
回
答
し
て
い
る
（
図
表
4
）。
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
や
地
方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
採
用

を
検
討
し
て
い
た
自
治
体
の
乗
り
換
え
や
、
国
交
省
に
よ

る
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
実
施
自
治
体
に
対
す
る
立

地
適
正
化
計
画
策
定
へ
の
強
い
働
き
掛
け
が
反
映
さ
れ
た

結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、「
策
定
予
定
な
し
」
と
回
答
し
た
自
治
体
の
中

に
は
、
大
都
市
圏
の
自
治
体
か
ら
は
、
人
口
が
い
ま
だ
増

加
傾
向
に
あ
る
、
市
域
が
狭
く
さ
ら
な
る
コ
ン
パ
ク
ト
化

を
必
要
と
し
な
い
等
、
地
方
の
自
治
体
か
ら
は
、
対
象
と

な
る
区
域
が
狭
い
、
も
と
も
と
市
街
地
の
広
域
化
が
そ
れ

ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
等
の
意
見
が
あ
り
、
そ
も
そ
も
立
地

適
正
化
計
画
を
策
定
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
低
い
自
治

体
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

（
※
4
）
国
勢
調
査
で
定
義
さ
れ
る
人
口
集
中
地
区

（
2
）立
地
適
正
化
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
課
題

　

立
地
適
正
化
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
課
題
（
複
数
回

答
可
）
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
居
住
誘
導
区
域
の

範
囲
設
定
」
お
よ
び
「
住
民
と
の
合
意
形
成
」
に
困
難
さ

を
感
じ
て
い
る
自
治
体
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
表

5
）。
自
分
の
住
む
地
域
が
居
住
誘
導
区
域
「
外
」
に
指

定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
住
民
の
抵
抗
感
が
、
居

住
誘
導
区
域
範
囲
設
定
に
と
っ
て
の
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

住
民
と
の
合
意
形
成
等
の
た
め
に
、
居
住
誘
導
区
域
の

範
囲
設
定
に
時
間
を
要
す
る
場
合
に
は
、
都
市
機
能
誘
導

区
域
を
先
行
的
に
設
定
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
機
能
立
地
支
援
事
業
等
の
国
か
ら
の
支
援
措

置
に
つ
い
て
も
、
本
来
は
、
立
地
適
正
化
計
画
に
位
置
付

け
ら
れ
た
事
業
に
対
す
る
支
援
措
置
で
は
あ
る
も
の
の
、

過
渡
期
で
あ
る
現
在
は
、
将
来
的
に
策
定
さ
れ
る
立
地
適

図表4　立地適正化計画への取り組み状況
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正
化
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
実
施
さ

れ
る
先
行
事
業
に
対
し
て
も
、
支
援
措
置
の
活
用
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
誘
導
施
設
の
整
備
に
よ
る
中
心
市

街
地
の
拠
点
性
向
上
を
図
り
つ
つ
、
段
階
的
に
立
地
適
正

化
計
画
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
が
現
実
的
だ
と
考
え
ら
れ

る
。4

．�

P
R
E
戦
略
を
ト
リ
ガ
ー
と
し
た
都
市
再
構
築

の
実
現
へ

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
都
市
の
再
構
築
を
目
指

す
立
地
適
正
化
計
画
は
、「
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
」
を
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
の
あ
る
べ
き

姿
と
見
定
め
、
住
宅
や
都
市
機
能
を
ど
こ
に
誘
導
し
て
い

く
べ
き
か
を
示
し
、
そ
の
実
現
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
行
程
表
）
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
そ
の
計
画
実
現
の
足
掛
か
り
と
し
て
は
、
ま

ず
は
実
現
性
の
高
い
個
々
の
事
業
を
着
実
に
事
業
化
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
活
用
し
た
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
以
下
二
つ
の
官
民

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
P
P
P
）
／
民
間
資
金
活
用
に
よ

る
社
会
資
本
整
備
（
P
F
I
）
を
提
案
す
る
。

（
1
）
P
P
P
／
P
F
I
に
よ
る
交
通
結
節
点
整
備

　

第
一
に
、
立
地
適
正
化
計
画
で
国
が
求
め
て
い
る
「
多

極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
」
形
成
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
交
通
結
節
点
整
備
事
業
へ
の
P
P
P
／

P
F
I
導
入
で
あ
る
。

　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
地
方
の
中
小
規
模
の
鉄
道
駅
の
周

辺
に
は
、
従
前
の
役
割
を
終
え
た
公
共
施
設
や
、
低
・
未

利
用
の
公
有
地
が
多
く
存
在
す
る
一
方
、
現
在
求
め
ら
れ

る
行
政
窓
口
や
、
医
療
福
祉
施
設
（
子
育
て
支
援
施
設
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
）
と
い
っ
た
新
た
に
必
要
と

さ
れ
て
い
る
機
能
の
整
備
は
追
い
付
い
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
低
・
未
利
用
の
公
有
地
を
都
市
機
能
立
地
支

援
事
業
の
種
地
と
し
て
使
い
、
P
F
I
事
業
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
で
、
P
R
E
の
活
用
に
よ
り
補
助
金
の
嵩
上
げ

対
象
に
な
り
、
民
間
負
担
を
最
大
5
分
の
1
ま
で
圧
縮
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
単
体
事
業
と
し
て
は
事
業
規
模
が
小
さ
く
、
官

民
連
携
手
法
導
入
に
伴
う
自
治
体
側
の
事
務
量
増
大
等
の

負
担
が
増
え
る
ば
か
り
で
、
ス
キ
ー
ム
の
複
雑
化
に
よ
り

民
間
事
業
者
の
参
画
意
欲
が
停
滞
す
る
場
合
も
想
定
さ
れ

る
が
、
複
数
施
設
を
包
括
し
た
P
P
P
／
P
F
I
事
業

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
自
治
体
側
の
事
務
負
担
の
軽

減
、
運
営
時
に
お
け
る
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
確
保
と

事
業
者
側
窓
口
の
一
元
化
に
よ
る
間
接
コ
ス
ト
の
低
減
が

期
待
で
き
る
ほ
か
、
民
間
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

も
発
揮
し
や
す
く
な
る
。

　

ま
た
、
交
通
結
節
点
を
誘
導
施
設
と
し
て
整
備
し
、
段

階
的
に
区
域
設
定
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
周
辺
住
民
の
合

意
形
成
、
立
地
適
正
化
計
画
の
円
滑
な
導
入
も
期
待
で
き

る
。（

2
）�住
み
替
え
支
援
に
お
け
る
P
R
E
を
活
用
し
た

P
P
P
／
P
F
I

　

第
二
に
、
低
利
用
の
公
共
住
宅
の
活
用
を
念
頭
に
置

い
た
、
住
み
替
え
支
援
P
P
P
／
P
F
I
事
業
で
あ
る
。

立
地
適
正
化
計
画
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
前
述
の
通

り
居
住
誘
導
区
域
の
設
定
が
最
も
困
難
な
ス
テ
ッ
プ
と
考

え
ら
れ
る
一
方
で
、
い
つ
か
は
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
必
須
事
項
で
も
あ
る
。
そ
の
推
進
に
向
け
て
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
方
策
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
居
住
誘
導
区
域
内
の
低
利
用
の
公
共
住
宅
を

安
価
で
民
間
事
業
者
に
貸
し
付
け
、
民
間
事
業
者
が
改
修

を
実
施
、
地
代
の
減
免
等
の
措
置
と
引
き
換
え
に
改
修
さ

れ
た
公
共
住
宅
の
一
部
を
居
住
誘
導
区
域
へ
の
誘
導
の
た

め
に
利
用
す
る
と
い
っ
た
ス
キ
ー
ム
が
一
例
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。
立
地
に
よ
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住

宅
と
し
て
改
修
を
行
い
、
高
齢
化
対
策
の
た
め
の
施
設
と

す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

5
．結
び
に
代
え
て

　

本
連
載
で
は
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
期

限
が
2
年
後
に
迫
り
P
R
E
戦
略
策
定
の
機
運
が
高
ま
る

現
状
を
鑑
み
、
い
か
に
し
て
「
P
R
E
戦
略
で
都
市
を

救
う
」
か
、
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
特
に
本
稿
で
は
、

「
立
地
適
正
化
計
画
」
を
通
じ
て
P
R
E
戦
略
と
都
市
計

画
に
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、「
多
極

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
」
を
実
現
す
る

た
め
の
方
策
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
実
現
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に
向
け
た
積
極
的
な
民
間
活
力
の
導
入
に
係
る
ス
キ
ー
ム

に
つ
い
て
提
案
し
て
き
た
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
の
到
来
を
目
前
に
控
え
た

今
、
自
治
体
経
営
の
ス
リ
ム
化
と
都
市
の
再
構
築
は
、
我

が
国
の
自
治
体
が
生
き
残
る
た
め
の
「
両
輪
」
で
あ
り
、

P
R
E
戦
略
は
そ
の
実
現
に
向
け
た
有
効
な
武
器
と
な
り

得
る
。
持
続
可
能
な
自
治
体
・
都
市
経
営
の
た
め
に
は
、

自
治
体
が
中
長
期
的
な
都
市
像
を
持
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

官
民
連
携
に
よ
る
自
治
体
経
営
の
ス
リ
ム
化
、
立
地
適
正

化
計
画
と
P
R
E
戦
略
に
よ
る
都
市
経
営
の
最
適
化
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
P
R
E
戦
略
の
策
定
を
進
め

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
今
こ
そ
、
P
R
E
戦
略
と
連

携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　

◇　
　
　

◇
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。
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融
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。
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